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研究要旨 

地域保健を担う保健師は，住民の健康課題の解決のため，「地域における保健師の保健活動に関

する指針」（以下，「活動指針」とする．）に基づき，保健活動を展開している．活動指針は，平成 25

年 4月に改訂されたが，この 5年間で社会情勢や住民の生活実態等は変化しており，活動指針を踏

まえながらこうした変化に対応した保健活動を推進していくことが重要である．しかし，活動指針

については地方公共団体のほぼすべての保健師が理解しているものの，具体的な活動にどのように

つながっているかは明らかにされていない． 

本研究は，活動指針を踏まえた活動の実態を把握し，活動を展開するための促進要因や阻害要因

を明らかにし，保健活動の推進策を整理した「保健師活動推進マニュアル（仮称）」または活用事

例集を作成することを目的としている．また，平成 25 年 4 月の活動指針で統括保健師の配置の必

要性について新規に明記された．統括保健師が期待される役割を担うことが，保健師の保健活動を

推進していく上では重要であるが，特に市町村の統括保健師の資質向上のためのプログラムが開発

されていない．そのため，その開発を試みる． 

本研究は 3年計画で実施しているが，2年目である本年は，保健師活動指針に基づく保健活動及

び人材確保・育成，統括保健師の配置や役割について各自治体の取り組み状況及び課題を把握する

ことを目的として 1 年目に実施した活動指針に関する全国的な調査の詳細分析を行い，「保健師活

動推進マニュアル(仮称)」及び「統括保健師の研修ガイドライン」作成に向けて，構築内容の検討

を行った． 

本年度は，研究体制を「保健師活動の展開推進・人材確保育成」と「統括保健師育成のための研

修プログラム開発」の 2班構成としたため，本報告書も 2部構成としている． 


